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あ
っ
と
ー
め
ー
の
さ
さ
や
き

　
読
み
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
喜
楽
星
７
主
催
に
よ
る
第
24回

あ
っ
と
ー
め
ー
の
さ
さ
や
き
が
７
月
18日（

土
）に
西
原
町
民

交
流
セ
ン
タ
ー
内
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

※
あ
っ
と
ー
め
ー
と
は
？

　
沖
縄
方
言
の
小
児
語（
こ
ど
も
言
葉
）で「
お
月
さ
ま
」の
意
味



フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
導
入
に

つ
い
て
町
長
の
見
解
を
聞
く
。

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
柔
軟
な
働
き
方

を
推
進
す
る
上
で
有
効
な
取
組
み
だ
と
考

え
る
。
国
や
県
が
先
行
し
て
導
入
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
動
向
に
つ
い
て
調
査
し
た

い
。

役
場
窓
口
の
受
付
時
間
の
短
縮
に

つ
い
て
、
ど
の
様
に
合
意
形
成
を

図
っ
た
の
か
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ

な
が
ら
な
い
か
問
う
。

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
で
は
な
く
、

町
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に
実
施
す
る
。

開
始
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
成
果
や

課
題
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

農
業
委
員
会
会
長
の
議
会
出
席
が

こ
の
４
年
間
一
度
も
な
く
議
論
に

よ
る
農
業
政
策
の
視
点
を
共
有
で
き
な
い
。

出
席
で
き
な
い
理
由
を
聞
く
。会

長
か
ら
「
所

用
に
よ
り
欠
席
」
と
の
報
告
で
議
長
へ
欠
席

の
届
け
出
を
し
て
い
る
。

水
道
料
金
の
改
定
に
つ
い
て
１
㎥

当
た
り
の
買
取
価
格
の
見
直
し
に

つ
い
て
見
解
を
聞
く
。

県
企
業
局
の
水
道
料
金
見

直
し
に
よ
る
改
正
に
伴
い
、
１
㎥
当
た
り

１
３
５
円
70
銭
へ
の
改
正
が
令
和
９
年
３

月
１
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
見
通
し
か
ら
西

原
町
の
水
道
事
業
会
計
の
収
支
に
も
影
響

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

負
担
付
贈
与
ま
た
は
寄
付
行
為
と

し
て
指
定
寄
付
ま
た
は
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
と
の
関
り
に
つ
い
て
見
解
を

聞
く
。

「
負
担
付
贈
与
お
よ
び
負

担
付
寄
附
」
と
は
寄
附
や
贈
与
を
受
け
る
代

わ
り
に
、
自
治
体
が
法
的
な
履
行
義
務
を
負

う
も
の
で
、「
指
定
寄
付
」
は
、
寄
附
に
対

し
法
的
な
義
務
が
発
生
せ
ず
、
寄
附
者
の
意

向
に
基
づ
き
、
自
治
体
が
活
用
す
る
も
の
。

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
も
こ
の
指
定
寄

附
の
枠
組
み
に
含
ま
れ
、「
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
」
に
つ
い
て
は
、
企
業
が
地
域
再
生

計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
事
業
に
寄
附
し

た
際
に
、
寄
附
額
の
最
大
９
割
に
つ
い
て
税

制
優
遇
措
置
を
受
け
ら
れ
る
制
度
。

西
原
東
小
の
体
育
館
が
暗
い
と
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
部
活
チ
ー
ム
か
ら
改
善
要

請
が
あ
る
。
私
も
式
典
出
席
時
に
感
じ
て
い

る
。
現
状
把
握
は
。設

置
か
ら
13
年
経
過
し
、

天
井
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
24
個
の
う
ち
５
個
が
切
れ

て
い
る
。

そ
の
５
個
を
直
せ
ば
明
る
く
な
る
の

か
。
な
ら
な
い
場
合
は
ど
う
す
る
。

５
個
の
取
替
え
と
残
り

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
も
経
年
で
照
度
も
下
が
っ
て
い

る
の
で
取
替
え
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

４
月
に
嘉
手
苅
自
治
会
長
と
危
険

な
通
学
路
へ
の
安
全
対
策
を
要
請

し
た
。
保
護
者
か
ら
も
早
期
対
策
を
求
め
る

声
が
強
い
。
今
後
の
対
応
は
。

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
（
カ

ラ
ー
舗
装
歩
道
）
は
、
随
時
設
置
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
。

小
中
で
使
っ
て
い
る
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル

は
習
熟
度
が
低
い
子
供
た
ち
に
非

常
に
有
効
と
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
紹
介
し
た

が
成
果
は
出
て
い
る
か
。Ａ

Ｉ
ド
リ
ル
は
習

熟
度
に
応
じ
た
問
題
が
自
動
的
に
出
題
さ

れ
、
苦
手
分
野
の
克
服
や
基
礎
基
本
の
確
実

な
定
着
を
は
じ
め
、
解
け
る
楽
し
さ
を
実
感

し
、
学
習
意
欲
の
向
上
や
家
庭
学
習
の
定
着

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

先
生
方
は
デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
で
子

ど
も
た
ち
の
学
習
状
況
を
分
析
し
、

授
業
改
善
に
生
か
し
て
い
る
か
。

個
人
の
得
意
不
得

意
の
み
な
ら
ず
、
ク
ラ
ス
全
体
の
理
解
度
を

詳
細
に
分
析
が
可
能
で
、
児
童
一
人
一
人
の

実
態
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
個
別
指
導
や

ク
ラ
ス
全
体
の
最
適
な
授
業
づ
く
り
を
実

践
し
て
い
る
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た
住
民
票
の
申

請
、
パ
ブ
コ
メ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
、
防

災
無
線
の
内
容
通
知
、
粗
大
ご
み
の
申
請
、

道
路
の
不
具
合
、
外
灯
切
れ
の
通
報
、
不
法

投
棄
の
通
報
は
で
き
な
い
か
。

パ
ブ
コ
メ
や
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
、
防
災
無
線
の
内
容
通
知
、
通
報
機

能
は
運
用
が
可
能
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
今

後
考
え
て
い
き
た
い
。

■
東
小
体
育
館
の
照
度
不
足
の
改

善
と
通
学
路
の
安
全
対
策
を
！

■
こ
れ
ま
で
提
案
し
て
き
た

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
機
能
拡
張
に

期
待
す
る
！

■
子
ど
も
の
長
所
伸
長
・
苦
手

克
服
に
有
効
な
デ
ジ
タ
ル

ド
リ
ル
の
フ
ル
活
用
を
！

■
施
政
方
針
に
つ
い
て
聞
く

教
育
部
長

総
務
課
長

総
務
部
長

教
育
総
務
課
主
幹

教
育
総
務
課
主
幹

土
木
部
長

伊
い

集
じゅ

　悟
さとる

議員

琉球銀行西原支店裏に新た
に舗装された横断指導線と
グリーン舗装

水道料金の改定

教
育
総
務
課
長

○ 

本
町
の
平
和
月
間
・
平
和
教
育

○ 

高
齢
者
の
外
出
機
会
の
創
出

○ 

防
衛
省
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
の
活
用

新
あら

田
た

 宗
そう

信
しん

議員

○ 

地
域
公
民
館
等
の
補
助
金
増
額
に
つ
い
て

○ 

認
可
地
縁
団
体
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て

○ 

自
治
会
所
有
の
共
有
名
義
に
つ
い
て

○ 

教
育
行
政
に
つ
い
て

○ 

事
業
所
の
指
定
ゴ
ミ
袋
に
つ
い
て

○ 

二
元
代
表
制
に
つ
い
て

○ 

小
波
津
川
に
設
置
し
て
い
る
人
道
橋
の
開
放
予
定

に
つ
い
て

○ 
金
秀
鉄
工
横
の
新
設
予
定
道
路
整
備
に
つ
い
て

○ 

地
産
地
消
に
つ
い
て

○ 

観
光
Ｐ
Ｒ
振
興
事
業
に
つ
い
て

○ 

消
防
・
防
災
体
制
等
の
確
立
に
つ
い
て
。

○ 

環
境
保
全
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

○ 

西
原
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
つ
い
て

●
各
議
員
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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よ
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、
寄
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し
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な
義
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発
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ず
、
寄
附
者
の
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向
に
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づ
き
、
自
治
体
が
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用
す
る
も
の
。
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企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
も
こ
の
指
定
寄

附
の
枠
組
み
に
含
ま
れ
、「
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
」
に
つ
い
て
は
、
企
業
が
地
域
再
生

計
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置
づ
け
ら
れ
た
事
業
に
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附
額
の
最
大
９
割
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税

制
優
遇
措
置
を
受
け
ら
れ
る
制
度
。

こ
ど
も
の
健
康
確
保
、
貧
困
の
連
鎖

防
止
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
。

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

の
拡
充
は
保
護
者
の
経
済
的
事
情
に
よ
り
受

診
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う

必
要
な
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
確
保
さ
れ
、

こ
ど
も
の
健
康
保
持
・
増
進
の
観
点
か
ら
重

要
。
ま
た
、
生
活
困
窮
の
連
鎖
を
防
ぐ
点
か

ら
も
意
義
の
あ
る
取
組
み
と
考
え
る
。

出
欠
の
扱
い
、
通
知
表
、
調
査
書
、

内
申
、受
験
及
び
進
学
と
の
関
係
と
、

学
び
の
確
認
方
法
を
聞
く
。

県
の
答
申
と
同
様
に
欠
席

扱
い
は
し
な
い
。
通
知
表
、
調
査
書
、
内
申
、

受
験
及
び
進
学
も
影
響
は
な
い
と
考
え
る
。

学
び
の
確
認
は
義
務
付
け
な
い
。

被
保
護
世
帯
数
と
人
員
、
高
齢
者
世

帯
か
母
子
世
帯
か
な
ど
の
構
成
を
聞

く
。
ま
た
生
活
保
護
の
主
な
支
給
項
目
、
国・

県
・
町
の
支
給
額
の
割
合
を
問
う
。

令
和
６
年
度
の
被
保
護
世

帯
数
は
４
８
７
件
、
被
保
護
人
数
は
６
０
１

人
。
な
お
保
護
開
始
件
数
や
却
下
件
数
等
に

つ
い
て
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
生
活
保
護

の
支
給
項
目
は
生
活
扶
助
・
住
宅
扶
助
・
医

療
扶
助
・
教
育
扶
助
・
介
護
扶
助
・
出
産
扶
助
・

生
業
扶
助
・
葬
祭
扶
助
の
８
種
類
。
支
給
額

割
合
に
つ
い
て
は
国
が
３
／
４
、
県
が
１
／

４
で
、
町
負
担
は
な
い
。

計
画
に
つ
い
て
住
民
へ
の
周
知
は
、

計
画
は
作
成
で
終
わ
り
で
は
な
く
住

民
に
理
解
さ
れ
初
め
て
機
能
す
る
。
内
容
の

公
表
や
住
民
・
議
会
へ
の
説
明
の
場
を
設
け

る
考
え
は
あ
る
か
。地

域
防
災
計
画
の
Ｈ
Ｐ
へ

の
掲
載
、
概
要
版
を
全
世
帯
に
配
布
し
内
容

も
含
め
一
定
の
理
解
は
あ
る
と
考
え
る
。
実

際
行
動
に
つ
い
て
は
住
民
が
自
ら
の
事
と
し

て
主
体
的
に
動
く
こ
と
が
不
可
欠
と
考
え

る
。
説
明
会
等
の
開
催
予
定
は
な
い
が
、
住

民
に
理
解
さ
れ
て
初
め
て
い
ざ
と
い
う
と
き

の
行
動
に
つ
な
げ
ら
れ
る
た
め
、
引
き
続
き

広
報
誌
や
Ｈ
Ｐ
等
で
繰
り
返
し
周
知
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

■
18
歳（
高
校
生
）ま
で
の
医
療

費
無
償
化
実
現
へ

■
命
を
守
る
防
災
計
画
に
つ
い
て

■
学
校
教
育
と
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
制
度
導
入
に
つ
い
て

■
生
活
保
護
制
度
は
最
後
の

砦
！
町
民
の
権
利
！

教
育
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

福
祉
課
長

農
業
委
員
会
事
務
局
長

福
祉
部
長

建
設
部
長

町
長

仲
なか

松
まつ

　勤
つとむ

議員

○ 

地
域
公
民
館
等
の
補
助
金
増
額
に
つ
い
て

○ 

認
可
地
縁
団
体
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て

○ 

自
治
会
所
有
の
共
有
名
義
に
つ
い
て

○ 

教
育
行
政
に
つ
い
て

○ 

事
業
所
の
指
定
ゴ
ミ
袋
に
つ
い
て

○ 

二
元
代
表
制
に
つ
い
て

○ 

小
波
津
川
に
設
置
し
て
い
る
人
道
橋
の
開
放
予
定

に
つ
い
て

○ 

金
秀
鉄
工
横
の
新
設
予
定
道
路
整
備
に
つ
い
て

○ 

地
産
地
消
に
つ
い
て

○ 

観
光
Ｐ
Ｒ
振
興
事
業
に
つ
い
て

○ 

消
防
・
防
災
体
制
等
の
確
立
に
つ
い
て
。

○ 

環
境
保
全
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

○ 

西
原
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
つ
い
て

○ 

学
び
と
成
長
の
た
め
、
３
学
期
制
度
の
見
直
し
に

つ
い
て

●
各
議
員
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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西
原
町
の
教
育
行
政
を
担
う
新
し

い
教
育
長
の
就
任
、
大
い
に
そ
の

手
腕
に
期
待
す
る
。そ
こ
で
、就
任
に
あ
た
っ

て
の
所
信
と
、
西
原
町
の
抱
え
る
教
育
行
政

の
課
題
等
に
対
す
る
意
気
込
み
を
聞
く
。

こ
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
い
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
教
育

の
実
践
。
地
域
の
多
様
な
社
会
教
育
力
を
最

大
限
に
活
用
し
た
３
つ
の
柱
、
一
つ
目
が
安

心
し
て
学
べ
る
場
づ
く
り
、
２
つ
目
は
自
己

有
用
感
の
醸
成
、
３
つ
目
が
何
で
も
挑
戦
で

き
る
雰
囲
気
づ
く
り
を
掲
げ
る
。
喫
緊
の
課

題
は
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
増
加
、
特
別
支

援
教
育
の
充
実
が
挙
げ
ら
れ
、
新
た
に
校
外

自
立
支
援
教
室
の
設
置
、
特
別
支
援
教
育
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
各
校
へ
の
配
置
を
行
っ
て

い
る
。

今
年
度
各
部
の
入
札
等
の
外
部
発

注
事
業
予
定
の
事
業
数
・
事
業
名
、

予
算
、
時
期
は
。

令
和
８
年
５
月
13
日
に
商

工
会
に
て
事
業
者
向
け
説
明
会
を
行
い
、
土

木
課
、
都
市
整
備
課
、
上
下
水
道
課
、
産
業

観
光
課
、教
育
総
務
課
、文
化
課
の
６
課
で
、

工
事
40
件
、
委
託
37
件
、
合
計
77
件
。

４
年
前
、
予
算
編
成
緊
急
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
（
第
二
次
）
が
終
了
し
、

財
政
状
況
改
善
が
あ
る
程
度
な
さ
れ
て
き

た
と
考
え
る
。
今
後
の
見
通
し
は
。

　
各
年
度
で
歳
入
不
足

が
見
込
ま
れ
、
令
和
９
年
度
約
５
億
７
，

６
０
０
万
円
、
令
和
10
年
度
約
７
億
２
，

３
０
０
万
円
、
令
和
11
年
度
約
５
億
９
，

３
０
０
万
円
と
な
り
、
決
し
て
楽
観
視
で
き

な
い
。

「
西
原
町
特
別
報
酬
等
審
議
会
」
の

町
長
へ
の
答
申
が
あ
っ
た
。
そ
の

内
容
と
町
長
の
対
応
、
対
処
は
。

令
和
８
年
４
月
の
開
催
で
、

物
価
高
騰
に
よ
る
社
会
情
勢
の
考
慮
し
た

上
で
、
議
員
報
酬
及
び
町
三
役
の
月
額
を
見

直
す
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
の
答
申
を
受

け
、
町
当
局
と
し
て
は
、
審
議
会
の
答
申
を

尊
重
し
て
い
き
た
い
。

認
知
症
や
知
的
障
害
な
ど
判
断
能
力

が
不
十
分
な
人
の
財
産
管
理
や
生
活

を
支
援
す
る
成
年
後
見
制
度
で
本
人
や
親
族

ら
に
代
わ
っ
て
、
居
住
地
の
市
区
町
村
長
が

利
用
開
始
を
家
庭
裁
判
所
に
求
め
る
「
首
長

申
し
立
て
」
が
２
０
２
５
年
、
制
度
開
始
さ

れ
た
が
、
西
原
町
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

本
町
の
成
年
後
見
制
度
首

長
申
立
て
件
数
は
、
令
和
５
年
度
１
件
、
令

和
６
年
度
１
件
、
令
和
７
年
度
２
件
と
な
っ

て
い
る
。多

く
の
県
道
で
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋

が
車
が
通
る
度
に
「
ガ
タ
ガ
タ
」

と
音
を
立
て
て
い
て
、
就
寝
時
に
び
っ
く
り

し
て
起
き
た
り
す
る
旨
の
苦
言
が
、
多
く
あ

る
が
、
そ
の
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
内
道
路
に
は
、
多
数
の

マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
管
理

者
が
異
な
る
の
で
、
車
両
通
行
時
の
音
が
発

生
す
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
情
報
提
供
が
あ

れ
ば
調
査
を
実
施
し
、
各
管
理
者
で
緩
衝

材
の
設
置
及
び
蓋
の
取
り
換
等
の
対
応
を

行
っ
て
い
る
。

同
自
治
会
で
は
自
治
会
が
１
ヶ
月

３
，０
０
０
円
だ
と
い
う
。
が
、２
，

０
０
０
円
は
下
水
処
理
費
に
充
て
る
と
言

う
が
、
そ
の
件
に
つ
い
て
町
の
援
助
は
出
来

な
い
か
。

池
田
ハ
イ
ツ
自
治
会
で

は
、
汚
水
処
理
の
方
法
と
し
て
集
中
浄
化
槽

を
使
用
し
て
お
り
、
一
般
個
別
浄
化
槽
と
同

様
に
維
持
管
理
費
は
使
用
者
が
負
担
す
る
も

の
と
考
え
、
下
水
道
使
用
で
賄
っ
て
い
る
た

め
、
下
水
道
事
業
者
か
ら
の
援
助
は
で
き
な

い
。

去
る
３
月
、
西
原
町
の
両
中
学
校

の
卒
業
者
の
進
路
は
ど
う
か
。

西
原
中
で
は
総
数
２
０
１

名
、
内
訳
は
、
県
内
公
立
１
７
０
名
、
県
内

私
立
６
名
、
県
外
４
名
、
高
専
３
名
、
そ
の

他
進
学
１
名
、
就
職
３
名
。
東
中
で
総
数

１
８
３
名
、
県
内
公
立
１
６
１
名
。
県
内
私

立
16
名
、
県
外
２
名
が
進
学
し
、
就
職
１
名
、

そ
の
他
未
定
６
名
と
な
っ
て
い
る
。

■
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

■
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
異
音
に
つ

い
て

■
池
田
ハ
イ
ツ
自
治
会
に
つ

い
て

■
町
政
運
営
全
般
に
つ
い
て

町
長

教
育
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

福
祉
部
長

建
設
部
長

教
育
長

■
中
学
校
卒
業
生
の
進
路
に
つ

い
て

前
まえ

里
さと

 光
こう

信
しん

議員

喜
き

納
な

 昌
まさ

盛
もり

議員

○ 

西
原
町
議
会
職
員
の
報
酬
額
に
つ
い
て

○ 

新
教
育
長
の
決
意
の
程
に
つ
い
て

○ 

西
原
町
の
教
育
の
可
能
性
に
つ
い
て

○ 

西
原
町
町
づ
く
り
支
援
の
会
に
つ
い
て

路面のマンホールの
ガタツキへの対応
は？

●
各
議
員
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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西
原
町
の
教
育
行
政
を
担
う
新
し

い
教
育
長
の
就
任
、
大
い
に
そ
の

手
腕
に
期
待
す
る
。そ
こ
で
、就
任
に
あ
た
っ

て
の
所
信
と
、
西
原
町
の
抱
え
る
教
育
行
政

の
課
題
等
に
対
す
る
意
気
込
み
を
聞
く
。

こ
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
い
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
教
育

の
実
践
。
地
域
の
多
様
な
社
会
教
育
力
を
最

大
限
に
活
用
し
た
３
つ
の
柱
、
一
つ
目
が
安

心
し
て
学
べ
る
場
づ
く
り
、
２
つ
目
は
自
己

有
用
感
の
醸
成
、
３
つ
目
が
何
で
も
挑
戦
で

き
る
雰
囲
気
づ
く
り
を
掲
げ
る
。
喫
緊
の
課

題
は
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
増
加
、
特
別
支

援
教
育
の
充
実
が
挙
げ
ら
れ
、
新
た
に
校
外

自
立
支
援
教
室
の
設
置
、
特
別
支
援
教
育
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
各
校
へ
の
配
置
を
行
っ
て

い
る
。

今
年
度
各
部
の
入
札
等
の
外
部
発

注
事
業
予
定
の
事
業
数
・
事
業
名
、

予
算
、
時
期
は
。

令
和
８
年
５
月
13
日
に
商

工
会
に
て
事
業
者
向
け
説
明
会
を
行
い
、
土

木
課
、
都
市
整
備
課
、
上
下
水
道
課
、
産
業

観
光
課
、教
育
総
務
課
、文
化
課
の
６
課
で
、

工
事
40
件
、
委
託
37
件
、
合
計
77
件
。

４
年
前
、
予
算
編
成
緊
急
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
（
第
二
次
）
が
終
了
し
、

財
政
状
況
改
善
が
あ
る
程
度
な
さ
れ
て
き

た
と
考
え
る
。
今
後
の
見
通
し
は
。

　
各
年
度
で
歳
入
不
足

が
見
込
ま
れ
、
令
和
９
年
度
約
５
億
７
，

６
０
０
万
円
、
令
和
10
年
度
約
７
億
２
，

３
０
０
万
円
、
令
和
11
年
度
約
５
億
９
，

３
０
０
万
円
と
な
り
、
決
し
て
楽
観
視
で
き

な
い
。

「
西
原
町
特
別
報
酬
等
審
議
会
」
の

町
長
へ
の
答
申
が
あ
っ
た
。
そ
の

内
容
と
町
長
の
対
応
、
対
処
は
。

令
和
８
年
４
月
の
開
催
で
、

物
価
高
騰
に
よ
る
社
会
情
勢
の
考
慮
し
た

上
で
、
議
員
報
酬
及
び
町
三
役
の
月
額
を
見

直
す
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
の
答
申
を
受

け
、
町
当
局
と
し
て
は
、
審
議
会
の
答
申
を

尊
重
し
て
い
き
た
い
。

町
民
へ
の
周
知
の
現
状
と
オ
ン
ラ

イ
ン
事
業
の
達
成
度
は
。

役
場
庁
舎
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、

来
庁
者
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
町
公
式
ラ
イ
ン
で
配
信
、
マ
ス
コ
ミ
へ

の
情
報
提
供
等
。
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
つ
い

て
は
現
在
60
種
類
実
施
。
利
用
度
は
手
続
き

に
よ
っ
て
割
合
は
異
な
っ
て
お
り
、
保
育
所

等
入
所
申
込
や
ベ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
の
予
約
、

就
学
援
助
申
請
等
は
９
割
を
超
え
る
町
民

が
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
利
用
。
今
後
利
用
が

高
ま
る
よ
う
周
知
を
図
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
業
務
で
何
％
ぐ

ら
い
利
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

令
和
７
年
度
実
績
で

平
均
25
．
９
％
。

時
間
変
更
で
、
年
間
６
０
０
万
円

の
経
費
を
削
減
と
い
う
積
算
に
つ

い
て
問
う
。

　

職
員
の
平
均
時
給
２
，

１
０
７
円
を
用
い
て
算
出
。
管
理
職
を
除
く

職
員
が
月
１
時
間
の
時
間
外
勤
務
を
減
ら

し
た
場
合
、
月
約
50
万
円
の
12
か
月
分
で
約

６
０
０
万
円
の
削
減
と
な
る
試
算
。

オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
60
事
業
実
施
さ

れ
て
、
５
年
間
経
費
の
動
向
に
つ

い
て
問
う
。

令
和
３
年
度
約
21
億
６
，

７
０
０
万
円
、
令
和
４
年
度
約
22
億
６
，

７
０
０
万
円
、
令
和
５
年
度
約
22
億
６
，

５
０
０
万
円
、
令
和
６
年
度
約
24
億
３
，

８
０
０
万
円
、
令
和
７
年
度
約
25
億
４
，

５
０
０
万
円
。

５
年
間
の
実
績
を
見
る
と
オ
ン
ラ

イ
ン
し
て
も
人
件
費
は
増
大
し
て

い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
費
用
対
効
果
を

ど
う
判
断
し
て
い
る
か
聞
く
。

定
年
延
長
制
度
や
人

勧
の
給
与
改
定
に
基
づ
き
人
件
費
が
増
大

し
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
は
、
利
用
者

の
利
便
性
が
高
ま
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
。

来
庁
者
が
減
っ
て
い
る
現
状
だ
が
、

窓
口
業
務
の
人
件
費
は
減
っ
て
い

な
い
。
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

開
庁
時
間
変
更
に
つ

い
て
は
、
今
は
５
時
15
分
ま
で
窓
口
を
開
け

て
い
る
の
で
、
効
果
と
し
て
は
見
え
に
く
い

が
、
開
庁
時
間
変
更
後
に
、
経
費
削
減
が
見

え
る
形
で
進
め
て
い
く
。

■
開
庁
時
間
９
：
00
～
16
：
00

の
対
応
に
つ
い
て

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

町
長

西原町役場、開庁時間変更のチラシ
（10 月１日より実施）

大
おお

城
しろ

 好
よし

弘
ひろ

議員

○ 

「
国
立
大
学
法
人
琉
球
大
学
上
原
地
区
キ
ャ
ン
パ

ス
跡
地
利
用
推
進
協
議
会
」
の
動
き
、
町
へ
の

情
報
提
供
は

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

誰一人取り残されない教育を

●
各
議
員
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

5



宮
㟢
防
衛
副
大
臣
へ
の
要
請
内
容
を

聞
く
。本

町
に
は
、
米
軍
基
地
が
存
在

し
な
い
が
普
天
間
飛
行
場
に
起
因
す
る
軍
用

機
等
が
宅
地
上
空
を
飛
行
し
て
い
る
。
住
民

の
生
活
環
境
を
守
る
た
め
に
特
定
防
衛
設
関

連
市
町
村
へ
の
指
定
に
つ
い
て
宮
㟢
防
衛
副

大
臣
へ
要
請
を
行
っ
た
。

手
ご
た
え
と
成
果
を
聞
く
。

防
衛
施
設
周
辺
の
環
境
整
備
等

に
関
す
る
法
律
第
８
条
に
基
づ
く
民
生
安
定

助
成
事
業
の
活
用
に
つ
い
て
提
示
が
あ
り
、

今
後
活
用
出
来
る
よ
う
に
検
討
し
た
い
。

今
後
の
、
超
党
派
議
員
団
と
の
要
請

行
動
の
考
え
を
聞
く
。

超
党
派
で
の
要
請
に
つ
い
て

は
、
町
の
課
題
事
項
が
一
歩
で
も
前
進
出
来

れ
ば
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。
６
月
15
日
、

16
日
に
東
京
出
張
が
有
る
の
で
ぜ
ひ
同
行
し

た
い
。

反
対
す
る
理
由
を
聞
く
。

こ
れ
ま
で
は
学
校
へ
の
負

担
感
や
体
験
活
動
格
差
に
つ
い
て
懸
念
が

あ
っ
た
。
し
か
し
家
族
で
過
ご
す
時
間
を
確

保
す
る
た
め
県
立
高
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る

家
族
休
暇
制
度
の
導
入
は
必
要
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

教
育
長
の
見
解
を
聞
く
。

家
庭
教
育
の
日
と
し
て
位
置
付

け
て
推
し
進
め
る
と
い
う
の
は
、
非
常
に
有

効
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
前
向
き
に
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

小
波
津
川
沿
い
の
片
側
通
行
か
ら
交

互
通
行
の
時
期
を
聞
く
。

交
互
通
行
の
切
替
え
時
期

は
、
７
月
末
を
予
定
し
て
い
る
。

掛
保
久
地
内
の
町
道
が
隣
地
と
１
ｍ

の
段
差
が
あ
り
安
全
策
の
要
望
が
あ

る
が
見
解
を
聞
く
。可

能
な
限
り
早
期
に
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
等
の
落
下
防
止
策
を
内
部
で
検
討

し
た
い
。我

謝
公
民
館
手
前
の
橋
梁
工
事
が
２

年
間
進
捗
し
て
な
い
が
見
解
を
聞

く
。

昨
年
度
に
工
事
着
手
前
の

磁
気
探
査
業
務
を
完
了
し
、
今
年
度
工
事
を

完
了
す
る
予
定
。

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
へ
の
支
援
拡

充
の
た
め
、
生
前
の
入
院
・
施
設
入

所
手
続
き
か
ら
、
死
後
の
葬
儀・納
骨
と
い
っ

た
「
死
後
事
務
」
ま
で
を
、
公
的
な
サ
ポ
ー

ト
と
し
て
包
括
的
に
提
供
す
る
新
た
な
制
度

が
創
設
さ
れ
る
と
さ
れ
る
社
会
福
祉
法
が
改

正
さ
れ
る
見
通
し
だ
。
改
正
に
伴
い
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
事
業
が
想
定
さ
れ
る
の
か
。

具
体
的
に
は
日
常
生
活
支

援
、
医
療
機
関
へ
の
入
院
・
退
院
手
続
、
入

院
中
の
物
品
準
備
、
緊
急
時
の
対
応
、
死
後

の
事
務
、
そ
れ
に
遺
体
引
取
り
、
遺
品
整
理
、

葬
儀
、
埋
葬
な
ど
の
事
業
が
創
設
さ
れ
て
い

る
。

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
の
把
握
状
況

は
。

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
の

把
握
は
実
質
で
き
て
い
な
い
が
独
居
老
人
世

帯
数
は
押
さ
え
て
い
る
。

障
が
い
者
の
移
動
支
援
に
つ
い
て
、

２
割
負
担
か
ら
１
割
負
担
へ
変
更
で

き
な
い
か
改
め
て
聞
く
。

財
政
状
況
を
考
慮
し
、
安

定
的
に
事
業
を
継
続
す
る
た
め
２
割
の
負
担

を
お
願
い
し
て
い
る
。

新
年
度
予
算
編
成
時
、
こ
の
件
に
関

し
て
ど
の
よ
う
な
調
査
、
検
討
が
行

わ
れ
た
の
か
。

福
祉
部
全
体
と
し
て
、
こ

ど
も
医
療
費
、
保
育
、
学
童
等
の
要
望
も
あ

る
。
優
先
順
位
を
つ
け
て
注
視
し
た
い
。

不
登
校
支
援
に
つ
い
て
、
各
自
治
会

が
展
開
し
て
い
る
こ
ど
も
の
居
場
所

と
の
連
携
状
況
は
。

具
体
的
に
自
治
会
の

こ
ど
も
の
居
場
所
と
は
連
携
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
個
々
の
実
態
に
応
じ
て
様
々
な
居
場

所
が
あ
る
の
は
非
常
に
重
要
だ
と
思
う
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
が
授
業
で
ど
の
よ
う
に

活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
保
護
者
に
浸

透
し
て
い
な
い
。
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
の
活
用
な
ど

も
含
め
て
家
庭
で
の
協
力
も
必
要
で
は
。

Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
に
関
し

て
、
保
護
者
の
ほ
う
に
し
っ
か
り
周
知
が
で

き
て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。

■
不
登
校
支
援
、
よ
り
地
域
と

連
携
し
た
取
組
み
を

■
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
、
家
庭

と
の
連
携
を

■
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
市
町
村
格

差
改
善
を

■
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
の
支

援
充
実
を

■
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
質
す

町
長

福
祉
部
長

福
祉
部
長

福
祉
部
長

福
祉
課
長

建
設
部
長

○ 

地
域
福
祉
計
画
に
つ
い
て

○ 

特
別
支
援
教
室
に
つ
い
て

山
やま

城
しろ

 勝
かつ

貴
たか

議員

屋
や

比
び

久
く

 満
みつる

議員

教
育
総
務
課
主
幹

教
育
総
務
課
主
幹

教
育
長

●
各
議
員
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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宮
㟢
防
衛
副
大
臣
へ
の
要
請
内
容
を

聞
く
。本

町
に
は
、
米
軍
基
地
が
存
在

し
な
い
が
普
天
間
飛
行
場
に
起
因
す
る
軍
用

機
等
が
宅
地
上
空
を
飛
行
し
て
い
る
。
住
民

の
生
活
環
境
を
守
る
た
め
に
特
定
防
衛
設
関

連
市
町
村
へ
の
指
定
に
つ
い
て
宮
㟢
防
衛
副

大
臣
へ
要
請
を
行
っ
た
。

手
ご
た
え
と
成
果
を
聞
く
。

防
衛
施
設
周
辺
の
環
境
整
備
等

に
関
す
る
法
律
第
８
条
に
基
づ
く
民
生
安
定

助
成
事
業
の
活
用
に
つ
い
て
提
示
が
あ
り
、

今
後
活
用
出
来
る
よ
う
に
検
討
し
た
い
。

今
後
の
、
超
党
派
議
員
団
と
の
要
請

行
動
の
考
え
を
聞
く
。

超
党
派
で
の
要
請
に
つ
い
て

は
、
町
の
課
題
事
項
が
一
歩
で
も
前
進
出
来

れ
ば
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。
６
月
15
日
、

16
日
に
東
京
出
張
が
有
る
の
で
ぜ
ひ
同
行
し

た
い
。

反
対
す
る
理
由
を
聞
く
。

こ
れ
ま
で
は
学
校
へ
の
負

担
感
や
体
験
活
動
格
差
に
つ
い
て
懸
念
が

あ
っ
た
。
し
か
し
家
族
で
過
ご
す
時
間
を
確

保
す
る
た
め
県
立
高
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る

家
族
休
暇
制
度
の
導
入
は
必
要
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

教
育
長
の
見
解
を
聞
く
。

家
庭
教
育
の
日
と
し
て
位
置
付

け
て
推
し
進
め
る
と
い
う
の
は
、
非
常
に
有

効
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
前
向
き
に
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

小
波
津
川
沿
い
の
片
側
通
行
か
ら
交

互
通
行
の
時
期
を
聞
く
。

交
互
通
行
の
切
替
え
時
期

は
、
７
月
末
を
予
定
し
て
い
る
。

掛
保
久
地
内
の
町
道
が
隣
地
と
１
ｍ

の
段
差
が
あ
り
安
全
策
の
要
望
が
あ

る
が
見
解
を
聞
く
。可

能
な
限
り
早
期
に
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
等
の
落
下
防
止
策
を
内
部
で
検
討

し
た
い
。我

謝
公
民
館
手
前
の
橋
梁
工
事
が
２

年
間
進
捗
し
て
な
い
が
見
解
を
聞

く
。

昨
年
度
に
工
事
着
手
前
の

磁
気
探
査
業
務
を
完
了
し
、
今
年
度
工
事
を

完
了
す
る
予
定
。

西
原
東
小
学
校
の
現
在
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
財
政
規

模
は
。

令
和
７
年
度
の
改
築
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
民
間
活
力
導
入
可
能
性
調

査
を
進
め
て
い
る
。
P
P
P
/
P
F
I
事
業

で
進
め
る
場
合
、
令
和
９
年
度
以
降
に
事
業

者
の
公
募
選
定
を
行
う
。
概
算
工
事
費
は
約

56
億
〜
60
億
円
だ
が
、
物
価
上
昇
を
踏
ま
え

て
今
年
度
適
正
な
事
業
費
を
再
算
出
す
る
。

学
校
施
設
の
修
繕
・
維
持
管
理
に
お

け
る
優
先
順
位
と
物
価
高
対
策
は
。

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
を

最
優
先
し
、
費
用
対
効
果
な
ど
を
総
合
的
に

勘
案
す
る
。
ま
た
、
長
寿
命
化
計
画
を
見
直

し
、
将
来
負
担
コ
ス
ト
の
軽
減
と
予
算
の
平

準
化
を
図
っ
て
い
く
。

通
学
路
の
安
全
対
策
に
お
け
る
現
在

の
課
題
と
今
後
の
取
組
み
は
。

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
登

校
ル
ー
ト
を
完
全
に
把
握
す
る
難
し
さ
が
課

題
。
今
後
は
地
域
や
P
T
A
等
と
の
連
携

を
さ
ら
に
強
化
す
る
。

保
護
者
と
一
緒
に
下

校
し
な
が
ら
危
険
箇
所
を
確
認
す
る
取
組
み

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

地
域
で
活
躍
す
る
方
々
と
連
携
し
た

人
材
育
成
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

地
域
ぐ
る
み
の
人
材
育
成

が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
多
様
な
資
源
や
社

会
教
育
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

次
年
度
予
算
獲
得
に
向
け
て
県
や
国

と
ど
の
よ
う
に
調
整
し
て
い
く
か
。

こ
れ
ま
で
の
補
正
予
算
頼
み
で

は
な
く
、
必
要
な
財
源
を
「
当
初
予
算
」
と

し
て
確
実
に
獲
得
す
る
よ
う
、
強
い
要
請
活

動
を
行
っ
て
い
く
。

物
価
高
に
よ
る
維
持
管
理
費
等
の
増

加
に
対
す
る
考
え
は
。

専
門
的
な
見
地
か
ら
の
予
防
保

全
を
重
視
し
て
建
物
の
長
寿
命
化
を
図
る
こ

と
で
、
結
果
的
に
将
来
の
多
額
な
更
新
コ
ス

ト
を
圧
縮
し
て
い
く
。

■
通
学
路
の
安
全
対
策
と
人
材

育
成
に
つ
い
て

■
西
原
東
小
学
校
の
建
設
と
施

設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

■
財
政
運
営
と
公
共
施
設
の
包

括
管
理
に
つ
い
て

教
育
部
長

■
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

質
す

町
長

町
長

町
長

副
町
長

教
育
部
長

教
育
総
務
課
主
幹

儀
ぎ

間
ま

 駿
しゅん

太
た

郎
ろう

議員

建
設
部
長

建
設
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

■
道
路
行
政
を
質
す

○ 

移
動
式
防
犯
灯
に
に
つ
い
て

教
育
部
長

○ 

児
童
生
徒
の
派
遣
費
補
助
に
つ
い
て

○ 

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

西原東小学校の建て替え建設、
進捗状況は？

●
各
議
員
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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施
工
期
間
は
、
２
基
×
３
年
で
、
６

年
と
い
う
認
識
で
良
い
か
。

２
基
で
３
年
の
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

事
業
期
間
を
７
年
延
長
し
、
進
捗
率

は
、
ど
の
程
度
上
が
る
の
か
。

令
和
16
年
３
月
31
日

ま
で
に
、
１
０
０
％
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
答
弁
で
２
億
円
／
年
の

予
算
で
、
残
工
事
費
約
50
億
円
ど
う

や
っ
て
７
年
間
で
終
わ
る
の
か
。

さ
ら
に
２
億
円
の
補
正
予
算
を

獲
得
し
て
４
億
円
程
度
の
予
算
で
あ
る
。

50
億
円
を
４
億
円
で
割
っ
て
も
工
期

内
で
完
了
し
な
い
。
早
い
段
階
で
地

権
者
説
明
を
す
る
べ
き
。

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
へ
、
町
が
独

自
資
料
を
審
議
会
に
提
出
し
た
の

か
。
求
め
ら
れ
た
の
か
。

前
回
審
議
の
振
り
返
り
や
総

合
的
に
勘
案
し
審
議
を
行
う
と
い
う
こ
と
で

提
出
し
た
。
求
め
ら
れ
て
は
い
な
い
。

議
長
が
陳
情
し
た
際
、
答
申
が
書
か

れ
た
も
の
が
あ
っ
た
は
ず
。
金
額
と

共
に
。
事
前
に
数
名
の
審
議
委
員
に
接
触
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
町
長
こ
れ
は
誘
導

に
あ
た
ら
な
い
の
か
。

話
が
確
か
か
知
ら
ず
、
誘
導
か

ど
う
か
私
に
も
わ
か
ら
な
い
。

令
和
６
年
度
決
算
に
お
い
て
、
町
長

の
決
裁
を
得
ず
事
業
を
進
め
、
補
助

金
の
支
払
い
ま
で
完
了
し
た
と
監
査
員
よ
り

指
摘
を
受
け
た
。
広
報
に
し
は
ら
に
掲
載
し

た
か
。
ま
た
、
今
回
の
歳
入
欠
陥
が
生
じ
た

こ
と
な
ど
町
民
に
、
し
っ
か
り
知
ら
せ
る
べ

き
。
意
図
的
に
隠
し
た
の
か
。

監
査
員
の
指
摘
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

な
ぜ
広
報
誌
に
掲
載
し
な
い
の
か
。

多
く
の
方
は
、
紙
ベ
ー
ス
の
広
報
誌

を
見
て
い
る
。ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
は
即
効
性
が

あ
り
広
報
誌
は
紙
面
の
都
合
が
あ
っ
た
。

重
要
な
内
容
で
あ
り
、
そ
こ
を
ち
ゃ

ん
と
載
せ
な
い
と
。
今
後
も
伏
せ
る

の
か
と
心
配
だ
が
。

透
明
性
あ
る
行
政
運
営
を
図

る
う
え
で
、
し
っ
か
り
発
信
す
べ
き
と
考
え

て
い
る
。

医
療
用
手
袋
や
人
工
透
析
に
必
要
な

器
具
な
ど
資
材
不
足
が
言
わ
れ
て
い

る
が
、
町
内
の
医
療
機
関
へ
の
影
響
と
対
応

に
つ
い
て
聞
く
。

町
内
医
療
機
関
か
ら
ナ
フ

サ
不
足
に
対
す
る
具
体
的
な
支
援
等
に
つ
い

て
の
報
告
は
な
く
、
町
独
自
の
影
響
調
査
や

対
応
は
行
っ
て
い
な
い
。

町
独
自
に
医
療
機
関
へ
調
査
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
検
討
し
て
い
な
い

の
か
。

国
が
医
療
機
関
の
供

給
状
況
の
相
談
窓
口
や
情
報
提
供
窓
口
を
設

置
し
、情
報
集
約
を
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る

の
で
、町
独
自
の
調
査
は
検
討
し
て
い
な
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
業
種
に
影
響
が
あ
る

が
、
町
内
企
業
へ
の
影
響
と
対
応
に

つ
い
て
聞
く
。

町
商
工
会
に
も
確
認
し
た

が
、
町
内
企
業
か
ら
ナ
フ
サ
不
足
に
関
す
る

相
談
は
ま
だ
な
い
。
今
後
も
商
工
会
と
連
携

し
な
が
ら
、
町
内
企
業
の
状
況
を
確
認
し
た

い
。

町
内
の
事
業
所
全
て
が
商
工
会
に

加
入
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と

思
う
の
で
、
商
工
会
だ
け
と
の
連
携
で
は
な

か
な
か
町
内
の
事
業
者
の
こ
と
は
見
え
な
い

の
で
は
な
い
か
。

商
工
会
の
会
員
で
は

な
い
事
業
所
も
あ
る
が
、
産
業
観
光
課
に
ま

だ
相
談
が
な
い
。
相
談
が
あ
れ
ば
対
応
し
て

い
き
た
い
。

放
課
後
居
場
所
緊
急
対
策
事
業
の
実

施
状
況
を
聞
く
。

町
内
３
カ
所
で
実
施
し
、

27
名
の
待
機
児
童
の
受
入
れ
を
確
認
し
て
い

る
。

27
名
の
待
機
児
童
は
受
入
れ
た
が
、

70
名
待
機
児
童
が
い
る
と
の
こ
と
。

そ
の
対
応
を
聞
く
。児

童
館
、
特
に
坂
田
と
東

児
童
館
の
来
館
が
非
常
に
増
え
て
い
る
。
来

館
児
童
に
対
し
て
、
夏
休
み
は
、
お
昼
時
間

の
開
館
も
含
め
た
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

建
設
部
長

福
祉
部
長

福
祉
部
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

■
ナ
フ
サ
不
足
へ
の
対
応
は
？

■
学
童
の
待
機
児
童
へ
の
対
応

は
？

■
西
地
区
の
鉄
塔
移
設
工
事
が

始
ま
る
が

○ 

平
和
行
政
に
つ
い
て

○ 

指
定
ご
み
袋
の
現
状
、
供
給
不
足
に
な
っ
た
場
合

の
対
策
に
つ
い
て

○ 

学
童
施
設
の
修
繕
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
処
遇
改
善

へ
の
検
討

○ 

今
年
度
完
了
予
定
公
共
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
○ 

公
契
約
条
例
作
成
へ
の
検
討

伊
い

計
けい

 裕
ひろ

子
こ

議員

西原町商工会

真
ま

栄
え

城
しろ

 哲
てつ

議員

健
康
保
険
課
長

産
業
観
光
課
長

こ
ど
も
課
長

都
市
整
備
課
主
幹

都
市
整
備
課
主
幹

●
各
議
員
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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施
工
期
間
は
、
２
基
×
３
年
で
、
６

年
と
い
う
認
識
で
良
い
か
。

２
基
で
３
年
の
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

事
業
期
間
を
７
年
延
長
し
、
進
捗
率

は
、
ど
の
程
度
上
が
る
の
か
。

令
和
16
年
３
月
31
日

ま
で
に
、
１
０
０
％
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
答
弁
で
２
億
円
／
年
の

予
算
で
、
残
工
事
費
約
50
億
円
ど
う

や
っ
て
７
年
間
で
終
わ
る
の
か
。

さ
ら
に
２
億
円
の
補
正
予
算
を

獲
得
し
て
４
億
円
程
度
の
予
算
で
あ
る
。

50
億
円
を
４
億
円
で
割
っ
て
も
工
期

内
で
完
了
し
な
い
。
早
い
段
階
で
地

権
者
説
明
を
す
る
べ
き
。

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
へ
、
町
が
独

自
資
料
を
審
議
会
に
提
出
し
た
の

か
。
求
め
ら
れ
た
の
か
。

前
回
審
議
の
振
り
返
り
や
総

合
的
に
勘
案
し
審
議
を
行
う
と
い
う
こ
と
で

提
出
し
た
。
求
め
ら
れ
て
は
い
な
い
。

議
長
が
陳
情
し
た
際
、
答
申
が
書
か

れ
た
も
の
が
あ
っ
た
は
ず
。
金
額
と

共
に
。
事
前
に
数
名
の
審
議
委
員
に
接
触
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
町
長
こ
れ
は
誘
導

に
あ
た
ら
な
い
の
か
。

話
が
確
か
か
知
ら
ず
、
誘
導
か

ど
う
か
私
に
も
わ
か
ら
な
い
。

令
和
６
年
度
決
算
に
お
い
て
、
町
長

の
決
裁
を
得
ず
事
業
を
進
め
、
補
助

金
の
支
払
い
ま
で
完
了
し
た
と
監
査
員
よ
り

指
摘
を
受
け
た
。
広
報
に
し
は
ら
に
掲
載
し

た
か
。
ま
た
、
今
回
の
歳
入
欠
陥
が
生
じ
た

こ
と
な
ど
町
民
に
、
し
っ
か
り
知
ら
せ
る
べ

き
。
意
図
的
に
隠
し
た
の
か
。

監
査
員
の
指
摘
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

な
ぜ
広
報
誌
に
掲
載
し
な
い
の
か
。

多
く
の
方
は
、
紙
ベ
ー
ス
の
広
報
誌

を
見
て
い
る
。ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
は
即
効
性
が

あ
り
広
報
誌
は
紙
面
の
都
合
が
あ
っ
た
。

重
要
な
内
容
で
あ
り
、
そ
こ
を
ち
ゃ

ん
と
載
せ
な
い
と
。
今
後
も
伏
せ
る

の
か
と
心
配
だ
が
。

透
明
性
あ
る
行
政
運
営
を
図

る
う
え
で
、
し
っ
か
り
発
信
す
べ
き
と
考
え

て
い
る
。

南
風
原
町
で
は
、
２
０
２
０
年
か
ら

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
（
以
下
Ｓ
Ｌ
）

を
配
置
し
て
い
る
。
同
町
は
、
利
点
に
つ
い

て
法
的
な
観
点
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
対
応

の
方
向
性
が
明
確
に
な
る
こ
と
や
教
員
の
負

担
軽
減
を
あ
げ
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
特
に
な
い

と
し
て
い
る
。
現
在
は
不
登
校
の
児
童
生
徒

に
関
す
る
こ
と
や
、
非
行
や
暴
力
、
い
じ
め

事
案
、
保
護
者
か
ら
の
要
求
に
対
応
し
て
い

る
と
の
こ
と
。
教
育
部
長
は
他
の
議
員
の
Ｓ

Ｌ
制
度
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
、
顧
問
弁

護
士
で
足
り
る
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、
Ｓ
Ｌ

と
顧
問
弁
護
士
と
の
違
い
に
つ
い
て
聞
く
。

顧
問
弁
護
士
は
自
治
体
全
体

の
行
政
運
営
が
対
象
で
あ
り
、
主
に
行
政
側

の
立
場
に
立
っ
た
法
的
リ
ス
ク
の
回
避
や
事

後
対
応
も
担
う
。
対
し
て
Ｓ
Ｌ
は
、
学
校
が

抱
え
る
課
題
に
対
し
て
児
童
生
徒
の
最
善
の

利
益
を
守
る
た
め
学
校
と
保
護
者
の
間
に
、

中
立
的
立
場
と
し
て
学
校
へ
法
的
な
助
言
を

行
い
、
ま
た
事
案
の
未
然
防
止
や
児
童
生
徒

へ
の
授
業
、
教
職
員
へ
の
研
修
等
も
行
う
。

導
入
経
費
に
つ
い
て
聞
く
。

導
入
し
て
い
る
市
町
村
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
月
６
万
円
。

本
町
で
の
導
入
は
、
い
つ
頃
に
な
る

の
か
。現

段
階
に
お
い
て
は
、
引
き

続
き
教
職
員
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
も

迅
速
に
顧
問
弁
護
士
を
活
用
で
き
る
体
制
を

構
築
し
、
学
校
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
Ｓ
Ｌ
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

近
隣
自
治
体
の
状
況
や
費
用
対
効
果
、
ま
た

弁
護
士
確
保
に
係
る
経
費
な
ど
を
調
査
研
究

し
て
い
く
。

今
、
西
原
町
で
は
Ｓ
Ｌ
を
活
用
す
る

事
案
は
な
い
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

　

い
じ
め
は
実
際
に

件
数
と
し
て
は
上
が
っ
て
い
る
が
、
先
生
や

保
護
者
が
初
期
対
応
を
非
常
に
丁
寧
に
や
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
Ｓ
Ｌ
を
至
急
活
用

す
べ
き
事
案
は
な
い
。

本
町
の
取
組
み
を
聞
く
。

現
在
家
族
休
暇
制
度
の
導
入

に
向
け
て
、
仕
組
み
作
り
が
出
来
な
い
か
取

組
ん
で
い
る
。

■
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
導

入
に
つ
い
て

総
務
課
長

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

■
審
議
会
の
委
員
へ
の
誘
導
で

は
‼

■
教
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
の

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
導

入
に
つ
い
て

■
良
し
も
悪
し
き
も
、
町
民
の

知
る
権
利

町
長

町
長

西原西地区の鉄塔移設に
ついて

大
おお

城
しろ

 誠
せい

一
いち

議員

意見

教
育
総
務
課
主
幹

○ 

坂
田
小
学
校
、
西
原
南
小
学
校
の
指
定
校
区
見
直

し
に
つ
い
て

○ 

西
原
町
地
域
商
品
券
配
布
事
業
に
つ
い
て

○ 

兼
久
安
室
線
制
限
速
度
20
キ
ロ
廃
止
に
つ
い
て

●
各
議
員
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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学
校
や
教
育
委
員
会
が
抱
え
る
い

じ
め
や
不
登
校
、
保
護
者
対
応
な

ど
の
法
的
課
題
に
つ
い
て
専
門
的
な
助
言

や
研
修
を
行
う
学
校
弁
護
士
と
も
呼
ば
れ

る
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
に
つ
い
て
、
本
町

の
導
入
の
必
要
性
を
問
う
。

現
在
弁
護
士
へ
相
談
を

要
す
る
事
案
は
、
町
の
顧
問
弁
護
士
を
活

用
し
、
相
談
等
を
引
き
受
け
て
い
る
。
現

段
階
で
は
、
引
き
続
き
教
職
員
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
迅
速
に
顧
問
弁
護
士
を

活
用
で
き
る
体
制
を
構
築
し
、
学
校
を
支

援
し
て
い
き
た
い
。
今
後
、
ス
ク
ー
ル
ロ

イ
ヤ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
は
近
隣
自
治
体

の
状
況
や
費
用
対
効
果
、
弁
護
士
確
保
に

係
る
経
費
な
ど
を
調
査
研
究
し
て
い
き
た

い
。

西
原
南
児
童
館
へ
折
り
た
た
み
式

お
む
つ
替
え
ベ
ッ
ド
を
導
入
の
声

が
あ
る
。
他
児
童
館
へ
も
折
り
た
た
み
式

お
む
つ
替
え
導
入
の
必
要
性
の
ア
ン
ケ
ー

ト
も
必
要
で
は
、
導
入
も
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
問
う
。

西
原
南
児
童
館
よ
り
利
用

者
の
方
か
ら
、
折
り
た
た
み
式
お
む
つ
替

え
ベ
ッ
ド
が
な
い
こ
と
で
不
便
と
い
う
意

見
が
あ
る
旨
を
確
認
し
て
い
る
。
今
後
導

入
に
向
け
て
検
討
す
る
。
西
原
南
児
童
館

以
外
の
３
館
に
お
い
て
も
、
お
む
つ
替
え

ベ
ッ
ド
導
入
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
い
。

夏
休
み
に
西
原
ハ
イ
ツ
自
治
会
事

務
所
前
で
、
６
時
半
か
ら
ラ
ジ
オ

体
操
を
や
る
が
、
そ
こ
は
町
道
で
も
あ
る
。

町
民
よ
り
横
断
歩
道
と
、
自
治
会
手
前
の

書
道
教
室
前
に
徐
行
の
マ
ー
ク
設
置
を
要

望
す
る
声
が
あ
る
。
自
治
会
か
ら
の
要
望

が
な
け
れ
ば
設
置
で
き
な
い
の
か
。

自
治
会
と
し
て
要
望
が

あ
れ
ば
一
緒
に
な
っ
て
警
察
署
に
要
請
を

し
て
い
け
る
、
自
治
会
長
に
要
望
書
の
提

出
を
お
願
い
し
て
い
る
。

令和8年度　西原町の

令和8年度　西原町の

歳入歳出それぞれ1億3,772万6,000円追加し、令和8年度の歳入歳出予算の総額は
となっています。168億9,272万6,000円

特別会計補正予算

一般会計補正予算

主
な
歳
入
主
な
歳
出

〇国庫支出金 533万7,000円 〇寄附金 1,187万6,000円
〇県支出金 1,448万8,000円 〇繰入金 4,400万円
〇繰越金 6,426万2,000円 〇諸収入 △223万7,000円

〇総務費 938万9,000円 〇民生費 6,056万3,000円
〇衛生費　 696万8,000円 〇土木費 2,713万5,000円
〇教育費　 △1,107万6,000円 〇農林水産業費 422万4,000円
〇商工費　 596万3,000円

国民健康保険特別会計国民健康保険特別会計
歳入歳出それぞれ557万2,000円を増額し 41億3,439万1,000円とする。

土地区画整理事業特別会計土地区画整理事業特別会計
歳入歳出それぞれ232万6,000円を増額し 7億4,643万9,000円とする。

水道事業水道事業
収益的支出を45万6,000円増額し 10億697万7,000円とする。

公共下水道事業公共下水道事業
収益的収入は98万9,000円を増額し 4億5,850万5,000円とする。
収益的支出は98万9,000円を増額し 4億4,155万2,000円とする。
資本的収入は423万9,000円を増額し 9億863万5,000円とする。
資本的支出は116万1,000円を減額し 10億4,007万円とする。

福
祉
部
長

総
務
部
長

■
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
に
つ

い
て

■
南
児
童
館
へ
折
り
た
た
み

式
お
む
つ
替
え
導
入

■
西
原
ハ
イ
ツ
自
治
会
前
に

横
断
歩
道
を

西原ハイツ自治会前に横断歩道を！

西原町議会のホームページで
は、議会の仕組みや議員紹介等を
はじめ、各議員の一般質問を動画
で見ることもできます。
また、定例会や臨時会の日程や
内容、結果など、さまざまな議会の
情報がいっぱい！ぜひご覧ください！

西原町
議会事務局の
ホームページへ
ようこそ

議員紹介

動画配信

https://www.town.nishihara.okinawa.
jp/life/5/19/

長
なが

浜
はま

 ひろみ 議員

環
境
安
全
課
長

○ 

こ
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

○ 

物
価
高
騰
不
況
に
つ
い
て

○ 

地
域
課
題
に
つ
い
て

●
各
議
員
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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令和8年度　西原町の

令和8年度　西原町の

歳入歳出それぞれ1億3,772万6,000円追加し、令和8年度の歳入歳出予算の総額は
となっています。168億9,272万6,000円

特別会計補正予算

一般会計補正予算

主
な
歳
入
主
な
歳
出

〇国庫支出金 533万7,000円 〇寄附金 1,187万6,000円
〇県支出金 1,448万8,000円 〇繰入金 4,400万円
〇繰越金 6,426万2,000円 〇諸収入 △223万7,000円

〇総務費 938万9,000円 〇民生費 6,056万3,000円
〇衛生費　 696万8,000円 〇土木費 2,713万5,000円
〇教育費　 △1,107万6,000円 〇農林水産業費 422万4,000円
〇商工費　 596万3,000円

国民健康保険特別会計国民健康保険特別会計
歳入歳出それぞれ557万2,000円を増額し 41億3,439万1,000円とする。

土地区画整理事業特別会計土地区画整理事業特別会計
歳入歳出それぞれ232万6,000円を増額し 7億4,643万9,000円とする。

水道事業水道事業
収益的支出を45万6,000円増額し 10億697万7,000円とする。

公共下水道事業公共下水道事業
収益的収入は98万9,000円を増額し 4億5,850万5,000円とする。
収益的支出は98万9,000円を増額し 4億4,155万2,000円とする。
資本的収入は423万9,000円を増額し 9億863万5,000円とする。
資本的支出は116万1,000円を減額し 10億4,007万円とする。

補
正
予
算
・
政
務
活
動
費

令和 7年度　政務活動費（※１）使途一覧表
　　　　政務活動費一人当たり年度交付額 120,000 円　（単位：円）

№ 議員名 調査研究費 研修費 広報・広聴費 会議費 資料作成費 資料購入費 事務費 計 残余金
▲表示はマイナス額（※ 2）

19 大 城 純 孝 116,990 11,472 128,462 ▲ 8,462
1 大 城 誠 一 54,080 54,080 65,920
2 真 栄 城　 哲 105,182 18,450 123,632 ▲ 3,632
3 与 儀　 清 36,900 36,900 83,100
4 大 田　 實 48,780 48,780 71,220
5 山 城　 勝 貴 20,360 45,690 66,050 53,950
6 儀 間 駿 太 郎 125,130 125,130 ▲ 5,130
7 伊 集　 悟 133,415 16,912 150,327 ▲ 30,327
8 長 浜 ひ ろ み 39,120 5,000 1,245 11,998 57,363 62,637
9 伊 計 裕 子 36,930 90,028 126,958 ▲ 6,958
10 喜 納 昌 盛 58,979 18,450 77,429 42,571
11 新 田 宗 信 78,618 1,700 36,900 59,048 176,266 ▲ 56,266
12 與 那 嶺 良 樹 18,450 18,450 101,550
13 新 川 喜 男 0 120,000
14 比 嘉 利 和 60,000 60,000 60,000
15 屋 比 久 満 135,601 18,450 154,051 ▲ 34,051
16 大 城 好 弘 145,706 36,900 182,606 ▲ 62,606
17 仲 松　 勤 55,000 150,000 53,680 258,680 ▲ 138,680
18 前 里 光 信 57,089 46,600 7,420 111,109 8,891

合 　計 688,089 94,019 391,012 1,700 196,600 506,387 78,466 1,956,273 323,727
※ 1　政務活動費は議会の審議能力の強化と議員の調査研究活動基盤の充実を図るための費用です。
※ 2　ここで▲表示となる分は自己負担となります。

11



議
案
議
決
結
果
・
陳
情
、
要
請

みなさんからの陳情・要請はこうなりました
6 月定例会で審査した陳情・要請の結果を報告します。

件　　　　名 提出者 採択方法及び附託委員会 結　果

第 989 号 東京都新宿区において顕在化した事例を受けて、政党機関紙の庁
舎内勧誘行為に関する早期の実態把握と再発防止を求める陳情

パワハラから職員を
守る都道県民の会                  

代表 浜田聡                 
（前参議院議員）      

配付

第 990 号 防災や災害時、復興の対策・運営等に女性の参加を求める要請
沖縄県女性団体        
連絡協議会会長　　　
伊良波　純子

配付

第 991 号 県産品の優先使用について（陳情）
公益社団法人沖縄
県工業連合会会長　　　　
古波津昇　他 5 名

本会議即決 採択

第 992 号 西原町Ｂ型作業所に関する陳情 池原　拓也 配付

令和 8 年　第 3 回 臨時会　議案議決結果
事件番号 事　　　件　　　名 議決結果

承 認 第 １ 号 専決処分の承認を求めることについて（西原町税条例の一部を改正する条例 ) 承認

承 認 第 ２ 号 専決処分の承認を求めることについて（アメリカ合衆国軍隊の構成員等の所有する軽自動車等に対する軽自動車税の種別
割の特例に関する条例の一部を改正する条例） 承認

承 認 第 ３ 号 専決処分の承認を求めることについて（西原町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承認
議 案 第 23 号 令和８年度西原町国民健康保険特別会計補正予算について 原案可決
議 案 第 24 号 令和８年度西原町土地区画整理事業特別会計補正予算について 原案可決

令和 8 年　第 4 回 定例会　議案議決結果
事件番号 事　　　件　　　名 議決結果

報 告 第 ３ 号 令和７年度西原町繰越明許費繰越計算書の報告について 報告
報 告 第 ４ 号 令和７年度西原町下水道事業会計予算繰越計算書の報告について 報告
報 告 第 ５ 号 令和７年度西原町水道事業会計予算繰越計算書の報告について 報告
報 告 第 ６ 号 令和８年度沖縄県町村土地開発公社事業計画書の報告について 報告
同 意 第 ８ 号 西原町農業委員会委員の任命について 同意
同 意 第 ９ 号 西原町農業委員会委員の任命について 同意
同意第１０号 西原町農業委員会委員の任命について 同意
同意第１１号 西原町農業委員会委員の任命について 同意
同意第１２号 西原町農業委員会委員の任命について 同意
同意第１３号 西原町農業委員会委員の任命について 同意
同意第１４号 西原町農業委員会委員の任命について 同意
同意第１５号 西原町農業委員会委員の任命について 同意
同意第１６号 西原町農業委員会委員の任命について 同意
同 意 第 １ ７ 号 西原町農業委員会委員の任命について 同意
同意第１８号 西原町農業委員会委員の任命について 同意
同意第１９号 西原町農業委員会委員の任命について 同意
議案第２５号 工事請負契約締結について（東崎兼久線街路整備工事（10 工区）） 原案可決
議 案 第 ２ ６ 号 動産の取得について（令和８年度学校教室ＩＣＴ環境整備事業） 原案可決
議案第２７号 西原町の議会議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例について 原案可決
議案第２８号 西原町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第２９号 西原町こども医療費助成に関する条例の一部を改正する条例について " 原案可決
議 案 第 ３ ０ 号 令和８年度西原町一般会計補正予算について 原案可決
議案第３１号 令和８年度西原町国民健康保険特別会計補正予算について 原案可決
議案第３２号 令和８年度西原町土地区画整理事業特別会計補正予算について 原案可決
議案第３３号 令和８年度西原町下水道事業会計補正予算について 原案可決
議 案 第 ３ ４ 号 令和８年度西原町水道事業会計補正予算について 原案可決
議案第３５号 動産の取得について（ 西原町学校給食共同調理場給食用食器購入事業） 原案可決
議 案 第 ３ ６ 号 西原町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第３７号 西原町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
発 議 第 １ 号 西原町議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する条例について 原案可決
決 議 第 3 号 開庁時間変更に反対する決議 原案否決
陳 情 第 991 号 県産品の優先使用について（陳情） 採択

閉会中の継続審査・調査申出書 可決
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議案第36号　西原町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について

〇裁決結果について
　本案については、起立によって裁決を行い、以下の様な結果となりました

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
大
城
　
誠
一

真
栄
城
　
哲

与
儀
　
　
清

大
田
　
　
實

山
城
　
勝
貴

儀
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太
郎

伊
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長
濱
ひ
ろ
み

伊
計
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嶺
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比
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大
城
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仲
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前
里
　
光
信

大
城
　
純
孝

議案の裁決 退 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 退 退 〇 〇 〇 〇 〇 退 〇 〇 議長

※賛成は○　退席は退
　以上の通り賛成多数により、西原町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例は、可決されました。

議案第37号　西原町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について

〇討論動議について
　なし。

〇裁決結果について
　本案については、起立によって裁決を行い、以下の様な結果となりました。
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嶺
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議案の裁決 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 退 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 議長

※賛成は○　反対は×　退席は退
　以上の通り賛成多数により、西原町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例は可決されました。

同意第16号　農業委員会委員の任命について

〇討論動議について
　本案について、討論動議がありましたので以下の通り賛成・反対の討論を行いました。

反対討論の趣旨
與儀　清議員
　私は、この委員と３か月ほど関することがありまして、話をするにつけ、話を聞くにつけ、この委員は農業委員の資質
がないと判断した。この方が農業委員になれば、町民が多大な迷惑をするのではないかと思われる。よって反対である。

〇裁決結果について
　本案については、起立によって裁決を行い、以下の様な結果となりました。
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議案の裁決 × 〇 × × 〇 〇 〇 〇 × × 退 × 〇 退 〇 〇 〇 〇 議長

※賛成は○　反対は×　退席は退
　以上の通り賛成多数により、農業委員の任命は可決されました。

6 月定例会　賛否の分かれた議案等（6/12）
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発議第1号　西原町議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する条例について
提案者：儀間駿太郎議員

〇討論動議について
　本案について、討論動議がありましたので以下の通り賛成・反対の討論を行いました。

反対討論の趣旨
喜納　昌盛議員
　今回の定数削減案は、住民の負託を受けた議員としての十分な議論を欠いている。定数や議員の身分に関わる問題は、
特別委員会などで議会として意思を形成して進めるべきである。本来は、町当局と協議し、定数削減と報酬問題を一体で
提案すべきであった。議会と執行部は両輪であり、議員は当局の一部ではないとの自覚が必要である。よって本発議はいっ
たん取り下げ、町当局が報酬問題と併せて再提案すべきである。
大城　好弘議員
　議会と執行部は対等の立場であり、議会には基本条例の制定など、先に取り組むべき改革がある。定数問題は議会組織
の根幹に関わる重要事項であり、もっと深く議論すべきである。一般質問前に本議案を先行審議する日程は、これまでの
議会運営の慣例から見ても極めて異例である。議員が個別に執行部と調整することはあってはならず、議会全体の意思に
基づいて対応すべきである。よって本議案は十分に精査した上で再提案すべきであり、いったん取り下げるべきである。
前里　光信議員
　西原町にすばらしい人材を育てたいという思いから、今回の定数削減には反対である。前回 22 名から 19 名に削減し
た際も、報酬引き上げを求めたが実現せず、今日まで先送りされてきた。定数を減らせば当選ラインが上がり、若い人が
立候補しにくくなり、新しい人材育成にはつながらない。32 行政区を抱える西原町において、19 名は決して多い数で
はないと考える。答申は 15 か 16 であったが、私は現状の 19 名を維持すべきと考え、本案に反対するものである。
伊計　裕子議員
　先ほどの質疑に対する答弁には納得できず、定数削減によって本当に求めていることが実現できるのか大きな疑問があ
る。 定数削減が本当に必要かどうかについて、議員間でさらに真剣な議論を行うべきである。特別報酬審議会や行財政
改革推進委員会の答申は、定数削減と報酬を一体として示したものである。定数を削減することが、町民の要求や声を狭
めることにならないか懸念している。したがって今回はいったん取り下げ、議会全体で改めて十分に議論すべきである。
大城誠一議員
　議員定数を 19 名から 16 名への削減について、町民の声を吸い上げ、議会で質疑や一般質問を行う役割が十分果たせ
るのか危惧するものである。議員の成り手不足の解決は定数削減ではなく、議員報酬を適正化し、若い世代が現役世代の
職業選択肢として挑戦できる環境づくりが必要である。定数削減は、若い人たちが手を挙げにくい議会となるのではない
かと懸念する。議員は町民の負託に応えるため、勉強や情報収集を重ね、一般質問などを通して町政をただす重要な役割
を担っている。以上のことから反対する。

賛成討論の趣旨
伊集　悟議員
　西原町特別職等報酬審議会と行財政改革委員会の答申は、議会が諮問して得たものであり、真摯に受け止めて対応すべ
きである。人口減少時代を見据え、議会自らが先頭に立って身を切る改革を行うことに大きな意義がある。19 名でも町
民の声を十分反映できているとは言えず、16 名でも議会運営は可能である。議員は地域や自治会の代表ではなく、町民
全体の利益と町全体の最適を目指すべきである。 大切なのは議員の数ではなく質であり、ＤＸや情報発信を強化しながら、
若い世代が政治に参画できる前向きな改革として本案に賛成するものである。
仲松　勤議員
　提案者の儀間議員は賛同者を代表しており、賛同者もほぼ同じ考えを共有している。定数や報酬に関する審議会答申は
この４年間で２回示されており、選挙前に提案すべきとの内容であった。議会全体で前向きに協議する時間は十分にあっ
たが、多くの賛同が得られなかった現状がある。定数は議会議員が提案し、報酬は予算に関わるため町長部局が提案する
のが基本である。以上を踏まえ、今回の提案は時宜を得たものであり、覚悟を持って本案に賛成するものである。
真栄城　哲議員
　定数問題は議論を続けるほど結論が見えにくくなり、先送りするより決断することが必要である。前期の特別委員会で
は、定数と報酬は切り離して考えるという経緯があった。19 名で本当に町民の負託に応えられるだけの意見を十分拾え
ているか、私自身も言い切れない。一般質問を行う議員は平均 12 ～ 15 名であり、16 名でも議会運営は可能だと考える。
結果を断定するものではないが、将来にわたり西原町議会をよりよくするための決断として本案に賛成するものである。
山城　勝貴議員
　議員定数の改正は将来にわたり持続可能な議会運営を実現するための改革の一歩として賛成するものである。議員定数
を 19 人から 16 人に改めることは単なる削減ではなく、議会の役割や議員一人一人の活動を活性化する契機になると考
える。全国的に議員の成り手不足が課題となる中、多様な世代や立場の人が参画できる議会づくりが重要である。定数適
正化は議会機能の後退ではなく、議会の質を高め、町民から信頼される議会へ進化するための改革である。将来の議会を
担うため、今いる議員の責任として改革を進めるべきである。

6 月定例会　賛否の分かれた議案等（6/5）
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決議第3号　開庁時間変更に反対する決議

〇討論動議について
　本案について、討論動議がありましたので以下の通り賛成・反対の討論を行いました。

反対討論の趣旨
伊集　悟議員
　開庁時間の変更は、単に窓口業務を縮小するものではなく、自治体 DX を進め、住民サービスの利便性を向上させるた
めの取組である。これまで役場に行かなければできなかった手続を、スマホ一つでいつでも行える環境づくりこそ、解消
すべき住民サービスの不便さである。窓口業務の効率化により、対面対応が必要な方へ、より丁寧で質の高いサービス提
供が可能になると考える。職員もオンライン申請の拡大や「行かない、書かない、待たない窓口」の推進に努力しており、
議会も DX の歩みを後押しすべきである。時代の潮流に乗り遅れないためにも、開庁時間の見直しは必要な取組であり、
本決議案に反対するものである。
儀間　駿太郎議員
　開庁時間変更への懸念は理解するが、持続可能な行政サービスを運営するため、DX 化の推進は避けて通れない時代で
ある。行政は来庁者の時間帯や手続内容などのデータを基に、オンライン化や公式 LINE の充実など具体的な改革を進め
ている。町民サービスの向上には、オンラインでできることは進めながら、人による丁寧な対応が必要な場面にも力を注
ぐことが重要である。与那原町や浦添市の事例でも、実施後は町民の理解を得ながら改革を進めていると聞いており、本
町も検証しながら進めるべきである。実行した後に町民の声を注視し、議論を深めながら行政サービス向上につなげるた
め、本決議案に反対するものである。

賛成討論の趣旨
仲松　勤議員
　職員の働き方改革や業務効率化、財政負担軽減の必要性は理解するが、住民サービスの低下につながる懸念がある。日
中 4 時までの来庁が困難な高齢者、子育て世帯、共働き世帯など、これまで 17 時 15 分までに受付していた町民への
影響は大きい。デジタルに不慣れな方も多く、今回の開庁時間短縮は住民サービスには逆行する施策であると考える。町
民はお客様であり、役場は西原町の最大のサービス産業であるという基本理念で議会活動を行っている。誰一人取り残さ
ない住民サービスを続けるため、10 月 1 日からの開庁時間変更に反対する決議に賛成するものである。

〇裁決結果について
　本案については、起立によって裁決を行い、以下の様な結果となりました。
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議案の裁決 × × × 〇 × × × × × × 〇 × × 退 × × 〇 × 議長

※賛成は○　反対は×　退席は退
　以上の通り反対多数により、開庁時間変更に反対する決議は否決されました

屋比久　満議員
　議員定数を 19 名から 16 名へ削減することについて、葛藤はあったが、将来の議会のあり方を考え賛成するものである。
これまで一般質問や地域の声を聞く活動を通して、町民の立場で多角的に意見を吸い上げ、議会運営に努めてきた。議員
は特定の地域だけではなく、町全体の声を届ける町議会議員としての役割を果たすことが重要である。定数削減により若
者や女性が手を挙げるかは、実際に取り組んでみなければ分からないと考える。今後、若者や女性が議員に参画する機会
を増やすためにも、本件発議第 1 号に賛成するものである。

〇裁決結果について
　本案については、起立によって裁決を行い、以下の様な結果となりました。
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議案の裁決 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × × 退 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 議長

※賛成は○　反対は×　退席は退
　以上の通り賛成多数により、西原町職員定数条例の一部を改正する条例は、可決されました。

6 月定例会　賛否の分かれた議案等（6/12）
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議会だよりに対するご意見、
ご要望等はこちらへ

西原町議会事務局
TEL：098-945-5122
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最初は、題字のバランスがむずかしかったけど、
私は今バレー部で力強くとりくむことを目標にし
ていて、「議会」の文字をダイナミックにかくと
バランスがうまくとれたと思います。

作 者制字題
西原小学校５年生　
やまざと　       こなつ

西原南小学校の6年生の皆さんが議場見学をしました！
　西原南小学校6年生のみなさんが、令和8年5月28日（木）に西原町の議場見学をしました。議会事務局
職員による議会のしくみや役割などについての説明に加え、議会本会議の雰囲気を味わってもらうため
に質問＆回答を行う模擬議会をクラスごとに行いました。「西原南小学校の自慢できること（楽しいこと）
や困っていること」、「校長先生にお願いしたいこ
と」について議長席や傍聴席に座り、議会本会議さ
ながらの雰囲気を感じながら議長役生徒の進行の
もと、一人ひとりが元気よく答えてくれました。
　これから西原町を担う若いこどもたちが議会に
関心をもち、様々な意見が反映されやすい地域づ
くりにつながっていくよう、西原町議会は引き続
きこどもたちの見学を歓迎します。

表紙の題字と写真を表紙の題字と写真を お寄せくださいお寄せください
あなたの作品を議会だよりに掲載しませんか？
表紙の題字（『議会だより』の文字。横書き）と写真を募集
しています。うまいへたは関係ありません。こどもから大
人まで、生き生きとした題字や写真をお待ちしています。
送付先　議会事務局（議会だより表紙の題字・写真について）
ＴＥＬ９４５－５１２２　　ＦＡＸ９４５－５０４５
mail : gikaii _ jimu＠ｔown.nishihara.okinawa.jp

〇 議会だより第108号の13ページにおいて、
議案議決結果の「年」が「年度」表示となっておりました。
正しくは以下の通りとなりますのでお詫びして訂正いたします。

〇 議会だより第108号の15ページにおいて、
見出し「請願第5号　大雨による水害対策等の
改善及び補償」は、正しくは右の通りとなります
のでお詫びして訂正いたします。

（誤）令和７年度　第１回　臨時会　議案議決結果
↓

（正）令和８年　　第１回　臨時会　議案議決結果

（誤）令和７年度　第２回　定例会　議案議決結果
↓

（正）令和８年　　第２回　定例会　議案議決結果

（誤）請願第5号　大雨による水害対策等の改善及び補償
↓

（正）請願第5号　大雨等水害対策に関する請願書　　　
※この請願書は決して補償を求める内容ではありません。
　誤解を招く表記があり大変申し訳ありませんでした。

お詫びと訂正お詫びと訂正

山里　心夏さん

9月13日（日）は、西原町議会議員選挙・沖縄県知事選挙です！
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